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相模トラフ周辺の堆積環境

- 「しんかい2000」による三浦海底谷潜航調査-

岡田↑専有＊’大塚謙一＊l

相模トラフの北端郎東側斜面を刻む三浦海底谷で潜水調査を行なった。潜水庖屯

は海底谷中流部の最も谷幅の広い，深さ10181n の紿部で｡西側斜面の水深925m ま

での約1300m の区間を調査した。観察結果は次のようにまとめられる。

（lj 海底谷の底，西側斜面下郎ともに均質で珪藻lと窗むシルト質粘土で覆われ，

基盤の館岩はどこにも認められない。

（2）北～北西方向からの弱い底層流（≦0.1 kt ）が毘められたが，底廏流による

リプルマークその他の堆積構造や侵食構造は観察されなかった。

に3｝ 最近，堆漬物皿力流のような強い宮力が働いた形跡が全くない。

（4）底生生物については，水深約920m 付近にウルトラブンブクが多産するほか

は種額，個体数ともに一股に少ない。

（5）疵瓜は種類が少なく，全体的に散在しているが，場所によっては巣孔の密度

が高い。

以上の事火から，三浦海底谷では蝨近洵底地すべりや重力流などによる粗柆砕屑

物の供給または侵食現象はほとんどなく，紬粒堆贖物が沈瞶するだけの静かな環境

である。附水時点では底哂流の活動もごく鵬いものであった。

SEDIMENTARY  ENVIRONMENT  OF THE  SAGAMI  TROUGH:

A  DEEP-SEA SUBMERSIBLE  SURVEY  BY

"SHINKAI 2000" IN THE  MIURA  CANYON

Hakuyu  OKADA*8  and Kenichi OTSUKA*2

A. submarine  reconnaissance on board  the Submersible "SH1NKA1  2000"

was  earned  oui  at the broadest pan  of (he Miuia Canyon  on the eastern slope

of  the northern  Sagami  Trough  (lat, 35*08'SN;  Long.l39e26'5E).  The

observation  an d sampling  weie made  along the EAV  transect from  the bottom

of  the canyon,  about  1018  m  deep, to the western slope, about 920 m  deep.

Some  inteiesiing observations perfotined during the dive are summarized  as

follows.

ｓｌ 静 岡 大 学 川 学 部

皋21 啣 哨 ｕtｅ ｏｆ Gcoacicnccs. Faculty ０１１Ｓｃｉｅｎｃｅ、Sliizuoka Ｕｎｉｖｅrsitｙ

II



(1) The  bottom  and  the  western  lower  slope of  the canyon  fire covered

uniformly  with diatom  ace ous silly clay. No  exposure of basement  rocks

is observed at all.

(2) Very  weak  bottom  currents with velocity less than 0.1 knots  are flowing

from  N≪NW  to S-SE. However,  neither sedimentary  structures like ripple

marks  norerosionaJ structures were found.

(3) There  is no  indication of recent activities of sediment-gravity flows  and

submarine  slides.

(4) Benthic  organisms  are generally very few  in kind  and number,  although

the  large spatangoid  sea-urchin Linopntusies  fragilis (de  Meijere)  is

found  concentrated  around  the depth of 920  m.

(5) Signs  of life, mainly  small burrows,  are limited in kind and are generally

scattered, although locally concentrated.

It is concluded  that the Miura  Canyon  has been quiet for many  years,

allowing  the deposition  of  only  muddy  sediments.  There  are no  coarse

clastics in the surface sediments  of the canyon  supplied by submarine  slides

or  sediment-gravity flows.

1. まえかき

海底の直接的な観察 ・観測の重要性はつとに拑

摘されてきたとおりであり（飯山，1981 ），わが

国では「しんかい2000 」を中心とする組織的な

深海潜水調在と日仏KAIKO 計両lこよる"Nauti-

le 号’の捲水調査で多 くの成果を挙げて きた。し

かしながら，潜水艇|こよる海洋調査は未だ緒につ

いたばかりであり，これからの発展が期待される。

われわれは1985 年 度 「しんかい2000 」調査

海域のうち，相模湾揶 ５海而（紳 度35 °08’5N.経

度139 °26’5E）（|な11）にお いてｒＬんかい2000 」

Ｒ:よる潜航調査を 行なうことができた。 本潜航調

査は 『しんかい2000 』の第166 回潜航によ るも

ので，1985 年５月22HI こ実施され た。

本調責により興味深い観｡察を行な うことがで き

たので，調在の概 況と成果につ いて 報告する。

2. 潜航調査目的

相模湾は駿 河灣とともに。湾軸部に深いト ラフ

12

地形を有し，その地形凹 部は一一方では日本海溝・

伊豆･-･小笠原海溝会合点 に。他方では駿河トラフ

を径て南海ト ラフＲ二連続している。この地形111111

はフ ィリピン淘プ レートと ユ ーラ シアプ レ ート

( 杉村，!972: 巾村・鳥崎，1981 : Nakamura

ｅｌ ａｊ.｡198jl) ないし北米プ レート( 巾村，1983)

との境界をなし， フ４リピン洶プレートの沈み込

みの場になってい る(｢|｣村 ・砧崎，1981 : Ｎａｋａ

ｍｕｒａ ｌｌ ａｌ｡1984 : 本座, 1984) 。したがって，

相模 トラフー一帯は 造睛的R: 活発な地域で あり( 中

村・島嶢，1981) ，造構運動と堆積 作11』の｢嵋係を

検討 するうえで興lぷ即い岶域で ある。

こ れまでも，大塚ほか(1973), ０tｓｕka(1976)｡

人塚(1980 ，1985) らは両トラフ底4こ造猖運俑

を反映したφ'力流堆積恥|の発達状況を報告してい

る。 これら堆積物粱力硫の通路になるべき海底 谷

は相模湾によく発達しており，と くに411橈 トラフ

の北鯏～北東側斜|自iに著しい。このよ うにこの地

域は 海底地すべりや堆積物iR 力流が起 きやすい場



圜｜　 三 汕海底 谷 と潜水 地点 （矢印 ）位 岨図

Index ｍａｐ ｓhoｗirlg the diving site

（ａ「「ｏｗ」in the Miura Canyon in t ｈｅ

Sagami Trough. Contours ｉｎ meters.

復 元の うえ から も璽要 なこ とである( 岡 田，1981) 。

駿 河湾ではOhta  (1984) によ って 深 さによ る

底 生生物群 集の特 性が詳し く解析 され た。 それ と

同 時に，底 生生物 によ って作 られ る生痕 群築 の組

合せが深度 によ って違 うこ と も明 ら か に な っ た

(Ｏｋａｄａ ａｎｄ Ｏｈtａ，1983) 。相 模湾で も底生生

物 群集や生痕 群集 に類似の特 徴があるかどうか 興

味 のあ るところで ある。

上述 のよ うな， 駿 河湾・相 模湾域にお ける最近

の研究 から生じ た新 しい問題 解決 のため， 三浦海

底 谷の 潜水 調査で 次の点を明 らか にす ることを 目

的 とす る。

(1) 表屈 堆積物 の性質を明 らか にし， 堆秋 物重

力 流の 彫笹 を検 討する。

(2) 底屑 流の挙 動を明 らかにす る。

(3) 底生 生物 群集 と生痕 群災 の特性 をみ る。

剛 海底 谷斜 面で 基 盤岩 の構成 岩層を明 らかに

する。

(51 海底 構造 の特徴を明 らか にする。

(6) 堆積 作用 と造構 運助 の関係 を明 らかにする。

3. 潜航地点の地形・地質概説と海況

3.1　 地形

今回 の磁航地点を含む 三浦海底谷は 三浦半島西

岸の荒崎沖水深100 m 付近に発し，延びた Ｓ字状

にSW 方向に走っている（図 ２）。その開口部は相

模ト ラフ北部の。ト ラフが急|こ狄くなる部分でト

ラフに合流している。その付近の水原は約1800

11である。

三alj海庭 谷の中流は南北方向をとり，三浦海 丘

の北麓で谷紬が南西へ急変して 下流部へ向 かって

いる。 三浦梅丘はその北西の相模海丘，南東の三

崎海６:・沖 ノ山海丘と|直線状に配列した衂!形の一

部をなしている。 この海丘列とそれを横切るΞ浦

洵庭谷の配置は基盤の構造規制を受けた結果と思

われる。杉村（1972 ）｡木村(1976),  Kimura

and Nasu （1979 ）はトラフ東縁を断屆線とみて

いる。

三浦梅底谷軸部の地形特徴として。南北方向を

もつ巾流域が最も鰛が広 く平坦でＵ字断 面を 示す

のに対し，他はＶ字断而を 呈する。 このＵ字部は

堆積地形を示唆して いる。

所になっている（大塚ほか，1973 ）。 このような

場所で 。最近の淘底地すべりや堆積物重力流の活

動状況またはその痕跡を観察しておく必要がある。

ト ラフを徊っている堆積物はまた底層流の影響

を 強く受けていることがこれまでの研究で明らか

になった【岡田・太田，1981 ，1982 ，1983.

】985）。 とくに相模湾では。 三浦海底谷や 東京海

底谷の人口でリプ ルマ ークの特徴から海底谷を溯

上する流れがあることが指摘され。 注目されてい

る（岡田，太HI,  1981  , 1982,  1985 ；Okada

and Oht ａ，1983 ）。相摸湾の海底谷で底層流は

ど ういう振舞いをしてい るのであろ うか。 また。

一般に底洌流の挙動を理解することは海洋占環境
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図 ２ 潜航調査 ル ート（海上保安庁水路部，1971

の海底地 形図 による）

Survey ｒＱｌte of Submersible ‘ISⅢNKA1

2000  " shown on the topographic map

bｙ tｈｅ Hydrographic Office. Maritime

Safety Agency  (1971). Contours in

meters.

3.2　 地　 質

相模湾海底 地質は木村（1976 ），Ｋｏｎｇ １１㎡｡

（1984 ）によ って 検討された。木村（1976 ）によ

ると，相模海 丘， 三浦海丘は 共に中新世～漸新|牡

葉|工|層群を主とし。鮮新世～更新世上総咄群相当

層で部分的に覆われて いる。 三浦梅底谷中 ～上流

域はΞalij凶群相当舸［中新世中～ 後|び］）， 相 模 層

群 相当屬（吏新皀中～後期）など からなる。なお，

Kong  et ai｡（1984 ）は相襖 ・三浦海 丘部を三湘

層群相当刔からな るとみている。 また，相模海丘

碵部には安||｡|岩貿～ 玄武岩貲火ljl岩の存在が推定

さ れている（木村，1976 ）。

表層坩稻物につ いて は，０tsｕka（1972 ），有|･|］

一木 ド（19?6 ）らによる まとめがある。 彼等によ

ると。 この梅域は 全域Ｒ:わた って 泪ないし泥質砂

でｌ われている。

相模・三浦・三崎・沖ノll」海 丘 の 南 西は 断 層

【相模 湾断 層： 杉村，1972 または相模構造琉: 木

村｡ 】976）によって画されており，相摸湾海底 構

造で 最重要櫑造線と考えられている。その活動は

更新世初期～中期とみられている（Ｋｏｎｇ １１涙 ，

1984 ）。

3.3　 海　 況

相模湾域では黒潮の分岐流は伊 豆半島と大島の

間を 通り ，さらに房総半島と 大口の問を抜ける。

この 流速は 】～3kt に達する。この黒潮流域の北

側の 相模湾中央部に流速0.3 ～l kt の 反時 計回 り

の流系が知られている（Ｈｏrikoshi.1957 ）。

底 屑流については，三浦海底谷入口 の水深1340

m ， および同海底谷中流 部の 今回の潜航地点 付近

（水深830m 地点）でTakano and Ｈａrａ（1970 ）

による実測資料があ る。 それによると，何れの地

点で も数ｃｍｓ-I～20cI ｓ-Iの流速をもち，流向・流

遮が時間 とともに激しく変化する底層流の突態が

明らかになった。

また, Taira and Teramoto （1985 ）は大島

北部の相模ト ラフ柏 部における水深1500 m 圸｡点

で北西および南 東方向に交互gこ流れる流辿30 ～49

cIｓ’Iの 底回 流を観沮I』した。

3.4　 潜水地点の海象・海底状況

潜水当日の1985 年５月22 日は天候Ｓ，潜水海

城の濕|;･ＩＮＥ， 風力Ｉ，波浪｜，うねり １，視梶

3 milesであ った。海底の視程は ５ ｍ， 水温3. 】2

℃｡ 底層流は微弱（40,1kt ）。

4、 潜航調査結果

4.1　 潜航ルート

三浦海底 谷中流域の谷輜 が最も広い地点 （水深

1018m ）に着底し，海底谷軸に沿って100m 余り

北 上して海底谷衣屑堆秋物を観察した 後， 海底 谷

西側斜 而を ほぼ真西に 登るような ルートを とった

（図２，３）。なお，三 浦海底谷東 側の 斜面は筆者

らの潜航に続く第167 凹潜航で藤岡換 太郎博士ら

が調査した。
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図 ３　潜航 ルート詳細図 （|時間による位置と水 深を示す）

Course ｏｆ the submersible cruise shown by time ａｎｄ

depth  (in meters).  Arrow: starting point, Star: po ｓiti（）ｎ

ｏｆ transponder.

4.2　 観察結果

4. 2. 1　 地形

着底点 から12:15 地点 付近までの海底谷底部は

極めて平ln であり，侵 食地形は認められなかった。

12;15 地点 より 西劃では繝やかに浅くなっていく

が，離底地点 までの高度差は100m にすぎない。

この問 ，13:30 地点 から14:12 地点 までの11 では

約20m の緩い凹地形 が認められた（図３）。 この

斜面の微地形にも急激な変 化はみられない。

4.2.2　 堆積物

堆秘物表而の特徴を図３の ルートマップに従っ

て 記述する。

10:58-12:15 （水深1020 ～1015m): 非常に

単調で 平坦なii をなし，軟 らかい均質な 泥で 磑わ

れている。 泥は碓藻を 多IIUこ含む シルト質粘土で

ある。

底而上にはりブ ルマ ークや侵食榊造など，流れ

の 影特を示す微地形は全く認められない。しかし。

底生生物による径3 ～4 cl ， cｒａtｅｒ状の柴孔が時

どき見られる（写輿１）。 これらの巣孔 は駿 河湾

で観察されたクモヒトデのものに似ている（岡田

ほか，1980 ）。

プ ラスチ･。ク容器，ビニ ール袋。 タイヤ，植物

片などが|時どき 見られる。

底而近くで 見られたnekton としてはソコダ ラ。

ウナギ。赤色のエビなどである。

11:30 地点では330 °方向から0.1kt 位 の 涜 れ

Ml 測された。

12:15 －12:40 C 水深1015 ～975m ）:依然とし

てほとんど平坦な地形を示し。底晢も軟らかい均

質な泥からなる。流れによって作られる堆積・侵

食講造は 見られない。しかしながら。 これらの構

造は作れない微弱な流れ（約0,1 kt ） が北～北西

方向から流れているのが目視された。

底生生物としてヒトデ（Ｃｇαmast 。,･ｓp.）， イ

バラガニ， ウニなど が時 どき見られる。底生生物

の巣孔 は割合いよく認められ。＆きく ２つの グル



－プ Ｒ二分 け ら れ る 。 一 つ は 直 径 】～ ２ｃｌで 垂 直 壁

を 持 つ も の ，他 は す り 鉢 状 ～crater 状 で 口 径5 ～

6c 皿の も の で あ る。 一 般l こ前 者 の 方 が 多 い （写 真

１参 照 ）。

12:37 地 点 で は 巻 貝 の は い 跡 が 観 察 さ れ た 。

ｎｅｋtｏｎで は ソコ ダ ラ が まれ Ｒ:認 め ら れ た 。

12:40-13:13 （水 深975 ～940m ）: 全 体 と し

て級 い 斜 面 と な り。 角 礫 楪 小 突 起物 が 蓐 く泥 で仞

われ たよ うな小 起 伏 に 富 む 。 基 盤を 覆 う泥 質 堆 積

物 は か な り 薄 い も の と思 わ れ る 。堆 積 構 造 や 侵 食

構 造 は 認 め ら れ な い 。

底 生 生 物 の巣 孔 は 上 述 ２形 態 の も の が12:53.

】3:10 ～13:13 地 点 に 多 産 す る 。13:13 付 近 Ｒ:は

ｍｏｕnd 様 の 小 規模 な 盛 り 上 が り 懦 造 が 多 い 。

12:52 地 点 で は 長 径25cm ほ ど の 巨 礫 が １個 発 見

さ れ ， 採 築 し た。 こ の礫 は 少 し 泥|こ埋 ま ってお り，

映 の 周 り に 侵 食 構 造 は な く 。 上 面Ｒ:は 輝 く泥 を か

ぷ っ て い た 。 ま た こ の地 点 に は ゴ カ イ類 の棲 管 が

ふ つ うに 見 ら れ る。

底 面 に は ま れ に ヒ ト デ と エ ビ が 見 られ た。

13:13-14:12 （ 水 深940 ～925 m ）: 全 体 的 に

緩 い 斜 面 で ， 前 記の よ うに 基 盤 の凹 凸 を 反 映 し た

よ うな 小起 伏 が 多 い 。 と く に13:23 ～13:28 沿 い

は 小 規 模 なmound  $ 構 造 が 多 い。 ま た13;53 ～

14:j2 の 区 間は 口 径lcl 以 下 の 微 小 孔 が 密 集 して

い る （写夷 ２ ）。

ま た ，j3:23 ～13:28 区 間 に は 大 型 ウ ニ の ウル

ト ラ ブ ン ブ ク （£iｓ邨 ｓgｓsZeｓ β ■agilis) が 多 産 す

る。 ま れ に ガ ニ が 見 ら れ た。

13:55 地 点 で は 物 差 しを 泥 質 堆 積 物 に 突 き 刺 し

た と こ ろ20ca 程 度 で 固 い 基盤 に 遠 し た 。

4.3　 採 取 試 料

本 潜 水 調 在 で 採 取 し た 試 料は 次 のとおり であ る:

S2000 －166 －1:10:58 地 点 （水深1018m ）， 均

質 な シ ル ト質 粘 土 で 約j5cl の 柱 状 試 料 を 得 た。こ

の 試料 は 珪 藻 遺骸 に 富 んでおり ，次 の特 徴 を 示 す 。

Ｆｏrａｍ･『ａｒe,siliconagellat ｅ･ca 』ｃａｌ･ｅｏｕs nanno-

bearing,splc ｕ】e-gJass-com  mon,  diatomaceous

silty ｃ】ａy･

S2000 －166 －2: j2:53 地 点 （水 深955 m ） の シ

ル ト質 粘 土 を グ ラブ 式 採 泥 器lこよ り 採 泥 。

Foｒａｍ･radiola ｒia-r ａ爬,silicQnagellat ｅ-

cａ】ｃａｎｌｏｕs nanno-bearing, spicule･augite-

glass-common,  diatomaceous ｓilty clay.

S  2000-166 ―2G : 12:53 地点（水深955m ）の

転石。大 きさ20 × 25c・: コンクリートブロックの

ようであ る。

S  2000-166-3: 13:55 地点 （水深935 ｓ ）の均

質なシルト貿粘土で約10cl の柱状試科を 得た。

Foram-hypersthene-rare,  calcareous nanno-

augite-bearing, ｓpicl】e-si】icoflagellate-glass-

ｃｏｍｍｏｎ,diatｏｍａｃｅｏｕｓ ｓilty clay｡

5. 考察とまとめ

三浦海底谷での潜水観察で明らかになった点を

次のようにまとめることができる。

（11 海底谷仙部は均質な シルト質粘土が厚く堆

積し，西側海底谷斜面下部もシルト質粘土で薄く

一様 に覆 われている。

（2） 基盤の露岩はどこに も認められない。

｛3｝ 弱い庭屑流 【≦0. 】kt）が北～北西方向 か

ら流れていたが，底層流による リブルマ ークその

他の堆積構造 や侵食構造の形成は全く観察されな

かった。

卯 最近， 重力流のような強い宮力が働いた形

跡（ 著しい 下方侵食や海底谷斜而Sこおける基盤岩

の露出，極粗粒堆積物 の堆積など ）が全くない。

｛5｝ 底生生物は種類。個体数ともに一般Ｒ:少な

い。しかし，水深約920m ～923  m 付近の斜面に

ウルトラプンプクが災中して多産する。

16】 生痕は種煩が少なく，全体的に 散在してい

るが，場所によっては密度が高い。その多くは ２

種類 の巣孔であり。まれ|て巻貝のはい跡があ る。

ａ 上の泓央 のうち，堆 秘 物 の性 質 につ いては

Ｏtｓｕka（ ）972）が示した分布上の特徴を確認す

ることができた。この結果から，０tｓｕka（1972 ）

の資料を 基に相模湾北部の堆積相を図 ４のように

まとめることができる。三浦梅底谷幀部を特徴づ

ける泥質堆積物の被覆は，三浦海底谷では最近海

底地すぺりや面力流の活動が不活発で，それらの

営力によ る机粒砕屑物の供給や侵食現象はほとん

どなかったことを示している。

他方，相模ト ラフ北端域では最近の活発な堆積

物啝力渣現象が知られている（ 大塚ほか，1973 ）。

そこで，相模湾北部における堆秘相く図･1 ）｡粘十



1凶４　相模湾北部の衣層堆私物分布(Otsuka,

19721 てよる)。 白丸印は サンブ ル採取地点

を示す。

Sｕl･face sediment facies ｏｆ northern

Sagami Ｂａy(afteｒ Otsuka. 1972).

Contours in meters. 1  : sand. 2:clayey

sand,  3 : silty sand, 4:sandy ｓi】t，5:

sand-  silt-clay, 6 : clayey silt, 7:ｓilty

clay. Open circles indicatｅ sampling

sites.

図 ５　相槙湾北部Ｒ:おける堆積物の供給パターン。

実線矢印は主に堆積物重力流による，破線Ｉ

矢印は主に浮流沈積|とよる堆積過程を示す。

扣い破線は粘土鉱物組成による地域区分を

示す。Sk: 酒勾川系，Sg: 相模川系，Ｓ：

相模湾東部系， Ｍ: 三浦半島周辺系 鉱物組

成区。

Djsperｓal pattel'ｎs of sediments in

northern Saga  mi Bay  (contours in

meters).  Thick line with arrow : by

sediment･gravity flows, thick broken

lines with arrｏｗ : by suspensions. Thin

bl･oken lines: clay mineral province －

Sk: Sako River, Sg: Salami River,

£:Eastern Sagami Bay, ａｎｄ Ｍ: 111ｕrａ

Peninsula Provinces.

鉱物分布（ｏtsｕka，1976 ）などを勘案して堆耕

物の供給パターンを示したもの が図 ５である。

図 ５から明らかなように。現在のΞili海底谷の

静穏な環境は。 重力漉の彫響ドにあ る隹|榠トラフ

北端城の環境とは著しい対照をなしている。これ

は。三浦梅底谷後背地の隆 起帯（薬山巓 闥隆起帯

：図 ６）の規模が小さく。 その隆起 活動も弱いこ

と，また砕屑物を運搬する陸上河川の発達がｎ 弱

なこと，など が原因としてあげ られる。本地域の

造檮的堆積環境を示すと図 ６のようにな る。

また，湯水時点 では三浦海膿谷の戚叭丿流そのも

のも0.1kt 以 Ｆの弱い流れであｰｺ たため，底層流

による雌秘磚造。 侵食構造は何れも認められなか

った。12:53 地点 では転石上ifiiに碑く泥をかぶっ

てお り， かなり の期間そ れを 洗い流 すほ どの強 い

流れ がな か ったこ とを示 して いる。 しか し，底 層

涜 の強 さ， 流向は絶 えず 変化 してい るこ とが知 ら

れて おり （Ｔａｋａｎｏ ａｎｄ Ｈａrａ， 1970; 岡 田・ 太

田，1982 ； Oka  da ａｎｄ Olita, 1983 ； Taira

and Teramoto. 1985 ），三 浦海底 谷で も りプ ル

マ ークを 形成 する ぐらい の流 れは起 き得 る。 南に

隣接 する 布良 海底 谷の上流部で はla!jlな リプ ルマ

ークの 存在が 報告 され たこ とがある （Shel ）ａrd

et al.，1964 ）。

底生 生物群 集と 生痕 につ いては，駿 河砧|こおけ

る 研究 例 （岡ITIほ か, 1932 ； Okada and Ｏｈtａ，

1983 : Ohta, 1983 : 岡|･11 ・ 太|･II, 1985) と比較

す る と， 駿河 湾の700-･ 1200m 深 度駻襲に 対応す
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図 ６　 相 模 湾 北 部 の 造 擶 堆 積 環 塊 を 示 す 概 念 図 。 粗 い 点 は 重 力 流 堆 積 物 の 中

心 相 を ， 細 か い 点 は 同 じ く末 端 相 を 示 す 。 縦 線 は 浮 流 沈 積 相 を 示 す 。

Tectonosedimentary ｅｎｖirｏｎｍｅｎts in northern Sagami Ｂ ａy.

Ｃｏａrｓe dots: central and proximal facies of gravity-flow deposits.

Hue dots : distal facies ｏｆ ｇrａｖity-fjo ｗ deposits, ａｎｄ ｖeｒtｉｃａ囗 ｉｎｅs

deposits from suspensions.

る。とくにこの群梨を特徴づ けるウルトラブンブ

クは駿河湾では650 ～750 m 探度 に集 中 す るが

(Oht ａ，1983) ，本調査地域では920 m 付近に多

産する。 相模 湾における底生生物群集と深度との

関係15:ついてはさらに資料をふやす必要がある。

今後の問題としては，海底谷の堆耕環境の突態

を明らかにするために特定海底谷の定点における

長期的な潜水観察・観洲が必要なことであ る。
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写 嶌l　j 】:36 － 12 ；01 地 点 【図 ３参 照 】に お け る平坦 な 海底 面。 大小 の巣

孔 が散 在 して い る。 水 深1020m 。

Ｆｌａt bottom surface ａt 11:36 －12:01 （see Fig. 3 ）.ＴｗＱ types Qf

buｒrｏｗs【larger crater-like b ｕrrｏｗs and s ｍａ】leｒ vertical ｏｎｅs）

ａrｅ observable. Water depth is 】020m.

写 真2　13 ；55 －14 ；06 地点 （図 ３参照 ）に お け る海 底状 況。無 数 の微小 孔

か 見え る。 水探935m 。

Bottom surface features ａt 13； 55 -， 14 :05 (see Ｆｉｇ.3 ）. Ｎｕmeｒｏｕｓ

pits are associated with large ｃｒａtｅr-like burrows.  Water depth is

935m.

JAMSTECTR DEEPSEA ＲＥＳＥＡＲＣＨ （1986）
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